
最近の経済動向最近の経済動向

2
四
半
期
連
続
で
景
況
感
悪
化

半
導
体
不
足
、原
油
高
、上
海
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
響
く

中
小
企
業
景
気
動
向
調
査（
4
～
6
月
期
）

業況判断DI（「良い」-「悪い」）

当
金
庫
が
行
っ
た
2
0
2
2
年
4
月

～
6
月
期
の
中
小
企
業
景
気
動
向
調
査

の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

調
査
期
間
は
5
月
20
日
か
ら
6
月

6
日
。
調
査
対
象
は
お
取
引
先
企
業

9
9
5
社
。
回
答
数
9
1
8
社
。（
回

答
率
92
・
3
%
）

業 

況
企
業
の
景
況
感
を
表
す
業
況
判
断

D
I
（
業
況
を
「
良
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
か
ら
「
悪
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全

産
業
で
マ
イ
ナ
ス
34
・
0
。
前
回
調
査

に
く
ら
べ
1
・
5
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

悪
化
は
2
四
半
期
連
続
。

製
造
業
は
マ
イ
ナ
ス
41
・
6
。
3
四

半
期
連
続
の
悪
化
。
半
導
体
不
足
に
加

え
原
油
高
や
中
国
・
上
海
の
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
の
影
響
を
受
け
た
。

非
製
造
業
は
2
・
2
ポ
イ
ン
ト
悪
化

し
、
マ
イ
ナ
ス
28
・
5
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
の
行
動
制
限
が
な
い
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
を
3
年
ぶ
り
に
迎
え
た
が
、

効
果
は
限
定
的
だ
っ
た
。

‐
製
造
業
‐

自
動
車
部
品
は
マ
イ
ナ
ス
72
・
8
。

前
回
調
査
時
点
か
ら
大
幅
に
悪
化
し

た
。
前
回
調
査
時
点
で
は
、
挽
回
生
産

に
よ
り
改
善
の
見
通
し
だ
っ
た
が
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
稼
働
停
止
な
ど

が
響
い
た
。「
円
安
に
よ
る
仕
入
れ
価

格
の
上
昇
や
世
界
的
な
半
導
体
不
足
に

よ
り
、
部
品
調
達
の
計
画
が
立
て
づ
ら

い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

木
材
・
木
製
品
は
、
前
回
調
査
時
に

は
全
て
の
企
業
が
業
況
を
「
悪
い
」
と

回
答
し
た
が
、
今
回
調
査
で
も
「
良
い
」

と
回
答
す
る
企
業
は
な
か
っ
た
。

米
国
発
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
加
え
、

業種別天気図（数値は業況判断DI）

〔天気マークの見方〕

DI ▲50.0 ▲5.0 5.0 50.0

業　種 1〜3月期
（前回）

4〜6月期
（今回）

7〜9月期
（見通し） 業　種 1〜3月期

（前回）
4〜6月期
（今回）

7〜9月期
（見通し）

全産業
	▲	32.5 	▲	34.0 	▲	29.6

印　刷
	▲	80.0 	▲	75.0 	▲	62.5

製造業
	▲	40.7 	▲	41.6 	▲	28.1

食料品 	▲	39.2 	▲	21.7 	▲	20.9

非製造業
	▲	26.3 	▲	28.5 ▲	30.7 卸売業

	▲	31.6 	▲	25.3 	▲	40.7

自動車部品
	▲	53.8 	▲	72.8 	▲	28.4

小売業
	▲	38.9 	▲	44.5 	▲	41.9

機械器具部品
	▲	33.4 	▲	27.5 	▲	18.8

飲食業
	▲	70.0 	▲	73.1 	▲	53.8

金属製品
	▲	25.0 	▲	24.2 	▲	36.4

建設業
	▲	17.3 	▲	21.9 	▲	22.5

窯業・土石 ▲	55.6 	▲	42.9 ▲	42.9 不動産業
	 ▲	3.5 	 3.3 	▲	17.3

木材・木製品 ▲100.0 ▲	71.4 ▲	71.4 運輸業 	▲	28.6 	▲	39.4 	▲	21.9

繊維製品 ▲	34.6 ▲	21.8 ▲	43.5 サービス業
	▲	22.1 	▲	26.2 	▲	22.2

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
で
、

ロ
シ
ア
産
の
供
給
が
急
減
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
業
種
も
、
マ
イ
ナ
ス
圏
に

止
ま
っ
た
。

‐
非
製
造
業
‐

卸
売
業
は
6
・
3
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

て
マ
イ
ナ
ス
25
・
3
。
た
だ
し
、
酒
類

卸
売
業
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
の
感
染
予

防
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
需
要
が
戻

ら
な
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

小
売
業
は
マ
イ
ナ
ス
44
・
5
。
5
・

6
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。
新
た
な
仕
入

先
を
開
拓
す
る
事
業
者
が
増
え
て
い
る
。

飲
食
業
は
3
・
1
ポ
イ
ン
ト
悪
化

し
、
マ
イ
ナ
ス
73
・
1
。
業
況
を
「
良

い
」
と
答
え
た
事
業
者
は
な
か
っ
た
。

「
消
費
マ
イ
ン
ド
は
落
ち
込
ん
だ
ま
ま

で
、
昨
年
末
の
よ
う
な
顧
客
の
戻
り
は

な
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

建
設
業
は
マ
イ
ナ
ス
21
・
9
。
4
・

6
ポ
イ
ン
ト
悪
化
。
建
築
資
材
の
値
上

り
や
調
達
難
を
訴
え
る
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。

不
動
産
業
は
3
・
3
。
全
業
種
の
な

か
で
唯
一
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
前
と
な
る
2
0
1
9
年
10
月

～
12
月
期
以
来
2
年
半
ぶ
り
。「
商
品

物
件
が
不
足
し
て
い
る
」
と
回
答
す
る

事
業
者
が
多
か
っ
た
。

運
輸
業
は
10
・
8
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。

燃
料
価
格
の
上
昇
分
を
運
賃
に
反
映
で

き
て
い
な
い
先
が
大
半
。「
業
界
全
般

の
荷
動
き
が
不
活
発
な
た
め
値
上
げ
交

渉
が
難
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
4
・
1
ポ
イ
ン
ト
の

悪
化
。
コ
ロ
ナ
下
で
一
段
の
経
費
削
減

に
取
組
む
先
が
増
え
て
い
る
。

見
通
し

業
況
判
断
見
通
し
D
I
は
、
全
産

業
で
マ
イ
ナ
ス
29
・
6
。
4
・
4
ポ
イ

ン
ト
改
善
す
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

や
資
源
価
格
の
高
騰
か
ら
、
水
準
は
依

然
と
し
て
か
な
り
の
マ
イ
ナ
ス
圏
と
な

る
見
込
み
。

業
種
別
に
は
、
製
造
業
が
自
動
車
部

品
を
中
心
に
13
・
5
ポ
イ
ン
ト
の
改
善

見
通
し
に
あ
る
一
方
、
非
製
造
業
は
卸

売
業
な
ど
を
中
心
に
2
・
2
ポ
イ
ン
ト

の
悪
化
見
通
し
。

製造業非製造業

全産業

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22（年）

→
予想

↑良い

↓悪い
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最近の経済動向最近の経済動向

日
本
は
海
外
に
比
べ
サ
イ
バ
ー
人
材

が
不
足
し
て
お
り
、
政
府
は
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
を
積
極
的
に
推
進

し
、
企
業
に
人
材
の
育
成
・
確
保
を
求

め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
の
た
め
の
人
材
確
保
や
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
で
き

て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
28
・

5
％
に
止
ま
り
、「
で
き
て
い
な
い
」

も
し
く
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し

た
企
業
が
合
計
で
61
・
7
％
と
な
っ
た
。

経済社会情勢と中小企業経営
資源価格の高騰や増加するサイバー攻撃など、企業を取り巻く経済社会情勢は厳しさを増して
いる。中小企業にはどのような影響が出ているのか、アンケートを行った。調査期間は5月20日
から6月6日。調査対象はお取引先企業995社。回答社数918社。（回答率92.3％）

最近の経済社会情勢への懸念

特 別 調 査

価
格
高
騰
へ
の
懸
念
が
上
位

ま
ず
、
最
近
の
経
済
社
会
情
勢
に
つ

い
て
懸
念
し
て
い
る
こ
と
を
複
数
回
答

に
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
」が
66
・
2
％
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

以
外
の
価
格
高
騰
」
が
50
・
1
％
と
、

多
く
の
企
業
が
燃
料
費
や
原
材
料
費
の

高
騰
を
懸
念
し
て
い
る
と
答
え
た
。

ま
た
、
約
3
割
の
企
業
が
「
原
材
料

の
仕
入
れ
困
難
」
を
指
摘
し
て
お
り
、

部
品
不
足
や
物
流
の
停
滞
が
長
期
化
し

て
い
る
状
況
が
窺
わ
れ
る
。

経
済
社
会
情
勢

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇

多
く
の
企
業
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
に
よ
る

収
益
へ
の
影
響
の
有
無
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
危
機
的
な
影
響
が
あ
る
」
が

2
・
8
％
、「
か
な
り
影
響
が
あ
る
」

が
37
・
2
％
、「
多
少
影
響
が
あ
る
」

が
49
・
0
％
と
な
っ
た
。
３
つ
合
わ
せ

る
と
89
・
0
％
と
な
り
、
9
割
近
い
企

業
が
影
響
あ
り
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
省
エ
ネ
設
備
へ
の
投
資
予

定
に
つ
い
て
は
、「
予
定
が
あ
る
」
が

12
・
7
％
、「
予
定
が
な
い
」
は
87
・

3
％
と
な
り
、
新
た
な
設
備
投
資
に
慎

重
な
姿
勢
が
窺
え
る
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃

2
割
弱
は
経
験
あ
り

I
T
化
の
進
展
に
伴
い
、
業
務
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
り

扱
う
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、
企
業
を

標
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
増
加
し

て
い
る
。

そ
こ
で
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
し
て

被
害
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
全
体
の
17
・
4
％
が
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
の
回
答

結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の

2
・
8
％
は
実
際
に
被
害
が
発
生
し
た

と
答
え
た
。

収益への影響

サイバー攻撃による被害

賃
上
げ
の
実
施

「
実
施
し
た
」が
約
6
割

今
春
、
賃
上
げ
を
行
っ
た
か
の
問
い

に
つ
い
て
は
、
58
・
6
％
が
「
実
施
し

た
」
と
回
答
し
、「
実
施
し
な
か
っ
た
」

と
答
え
た
企
業
の
41
・
4
％
を
上
回
っ

た
。賃

上
げ
を
実
施
し
た
企
業
の
う
ち
、

最
も
多
か
っ
た
理
由
は
「
従
業
員
の
待

遇
改
善
」（
72
・
7
％
）
で
あ
り
、「
政

府
の
賃
上
げ
要
請
」
に
よ
る
賃
上
げ
は

7
・
0
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

一
方
、
賃
上
げ
を
実
施
し
な
か
っ
た

企
業
の
理
由
と
し
て
多
か
っ
た
の
は
、

「
自
社
の
業
績
状
況
」（
36
・
7
％
）
や

「
景
気
見
通
し
が
不
透
明
」（
28
・
3
％
）

サイバー人材の確保、体制の整備

今春に賃上げを実施したか

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
不
動
産
業
に
つ
い

て
は
賃
上
げ
を
「
検
討
し
た
こ
と
が
な

い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
、
他
業
種
に

比
べ
高
か
っ
た
。

事
業
承
継

考
え
に
変
化
が
生
じ
た
の
は
少
数

事
業
承
継
は
、
企
業
が
存
続
し
て
い

く
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
事
業
承
継
や

M
&
A
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
変
化

が
あ
っ
た
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
体

の
85
・
1
％
が
「
変
更
は
な
い
」
ま
た

は
「
考
え
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
結

果
と
な
り
、
何
か
し
ら
の
変
化
が
生
じ

た
企
業
は
14
・
9
％
と
少
数
で
あ
っ
た
。

考
え
に
変
化
が
生
じ
た
企
業
の
中
で

は
、「
事
業
承
継
の
検
討
を
始
め
た
」

が
7
・
8
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で「
時

期
を
早
め
る
」
が
1
・
4
％
と
な
っ
た
。

事業承継（M&Aを含む）の考え方の変化

賃上げしなかった理由 賃上げした理由

かなり
影響が
ある
37.2多少

影響がある
49.0

ほとんど影響
はない 5.8

むしろ好影響
がある 0.6

危機的な影響
がある 2.8

わからない 4.6

（単位：%）

攻撃を
受けた
ことは
ない
82.6

攻撃を受けたが
被害はなかった

14.6

攻撃を受けて
被害があった

2.8

（単位：%）

28.5　できている

18.9　わからない

9.8　当社に関係ない

できていない　　42.8

賃上げ
した
58.6

賃上げ
しなかった
41.4

（単位：%）

自
社
の
業
績
状
況

36.7

28.3

16.2
12.3

6.5

景
気
見
通
し
が
不
透
明

検
討
し
た
こ
と
が
な
い

賃
上
げ
を
実
施
済
み そ

の
他

従
業
員
の
待
遇
改
善

72.7

11.6
7.0 3.4 5.3

自
社
の
業
績
改
善
を
反
映

政
府
の
賃
上
げ
要
請

他
社
の
賃
上
げ

そ
の
他

事業承継の方法に変更はない　　55.1
7.8　検討を始めた

1.2　時期を遅くする
1.4　時期を早める
0.6　廃業を検討する
0.7　後継者を変更する
0.6　承継予定を白紙に戻した
0.1　廃業予定だったが継続する
2.5　その他

考えたことがない　　30.0

（単位：%）

原油・天然ガス等のエネルギー価格の高騰　　66.2
エネルギー以外の価格高騰　　50.1

原材料の仕入れ困難　　33.6
33.5  コロナ長期化による需要減少
32.3  人手不足、人件費上昇

25.3  戦争、紛争がもたらす社会不安
6.1  日本と外国との関係
3.8  米中貿易摩擦
1.7  その他
1.6  特に懸念していることはない

（単位：%）

（複数回答）

（単位：%）

（単位：%） （単位：%）
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